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　DESICCANTとは吸湿剤を意味し、一般的な空調では空気を冷却することにより水分を凝縮させて除
湿するのに対して、デシカント空調では吸湿剤に空気を通すことで水分を吸湿して除湿する方式である。
デシカント空調では高い省エネ性が期待される一方、吸湿剤を再生するための高温の熱が必要とされ、
一部の排熱利用等に用途が限られてきた。しかし近年 50℃程度の低温での再生が可能となり、高効率な
ヒートポンプの凝縮熱を利用したシステムに期待が広がっている。本連載では、ヒートポンプを活用し
たシステムを中心に全 6回にて解説する。

1．　はじめに

　半世紀前まで、ビル空調といえばセントラル空調の
ことを指していたが、近年、ビル用マルチ型と呼ばれ
る分散型空調が急速に普及し、オフィス空調での市場
占有率は規模にもよるが 55 ～ 85％と非常に高くなっ
ている。このため、この分野の省エネルギーは、普及
台数を考えると非常に効果が高いと考えられる。
　ビル空調以外にも製造プロセスにおいて低湿度が要
求される分野があるが、従来型の空調機で除湿運転を
行うと、いったん空気を極端に冷却する必要が生じ、
どうしても消費電力が増大してしまう傾向にある。ま
た近年、ビル空調の中にも快適性を追及し、温度と湿
度を独立してコントロールしたいというニーズが顕在
化しつつある。このため顕熱処理（温度制御）と潜熱
処理（除湿）を分離し、潜熱処理に吸着除湿剤を用い
たデシカント方式（図 1）が近年用いられるようになっ
た。
　この方式は、被処理空気の水分を吸着除湿する材料
（デシカント）を回転させつつ一部分に高温の空気を
通し、吸着した水分を飛ばして乾燥させ（再生という）
次の吸着動作を連続的に行なわせる仕組みである。従
来のデシカント材の再生には高温の熱源が必要で、ガ
スなどの燃焼型の熱源を用意するか、電気ヒーターに
よる加熱を行なわなければならず、電気式の空調が主

流である現在、利便性や効率の点で今一歩であった。
　最近になって、低温で再生できるデシカント材料が
開発され、電気式空調の排熱で動作（図 2）できる見
通しが得られた。しかしながら従来の冷凍サイクルで

図 1　デシカント方式（高温再生）

図 2　デシカント方式（排熱利用）




